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第１９１４回例会 

     ２０１６年１１月７日（月）第１５回                               
 

●点  鐘 会長 武田 英昭君 

●斉  唱 「君が代」「四つのテスト」 

●例会行事 卓話 地区Ｒ財団委員会 

      櫻井 繁副委員長 

「ロータリー財団100周年を迎えて」 

●ゲ ス ト 地区Ｒ財団委員会 

      櫻井 繁副委員長 

●ビジター 加納 昭巨君（名古屋南ＲＣ）他１名 

 ●司  会 ＳＡＡ委員 田中 秀典君 

 

          会長挨拶            

名古屋空港ロータリークラブ会長 武田 英昭君 

 
会員の皆様、今日もお元気で、例会に出席をして頂きあ

りがとうございます。 

先ず以て、本日は、ご多忙のところ地区Ｒ財団櫻井副委

員長のご来訪に感謝し、当クラブを代表致しまして御礼申

し上げます。 

当クラブは、11 月の第一例会に於いて次年度理事・役

員候補者を選考する指名委員を選任する事になっておりま

す。クラブ内規に従い直近7名の元会長とそれ以外の元会

長（鈴木PP、市川 PP、金井PP）3名を含む10名の元

会長と現会長を本年度の指名委員に委嘱する事を理事役員

会にて承認頂きました事をご報告いたします。指名委員会

については、11 月 14 日に開催予定です。会員の皆様に

は、候補者のご推薦を頂ければ幸いと存じます。 

11 月 5・6 日に地区最大行事の地区大会が開催されま

した。本年度は小牧ＲＣがホストを務めた関係で当クラブ

も全員登録（例会変更）と致しましたので、この場で地区

大会の概要のみご報告をさせて頂きます。 

地区大会は、「交歓と感銘深い講演、地区内クラブ及び国

際ロータリー全般に関する問題の討議によって、ロータリ

アンのプログラムを推進すること」を目的としております

が、本年度は、服部ガバナーの強い思いで、ロータリー財

団創立100周年にあたることから「ロータリー財団100

周年を祝う」のテーマの基、水野功RI会長代理をはじめ地

区内外のロータリアン、家族ら 2,764 名が参加し、ウェ

スティンナゴヤキャッスルにて開催されました。 

【本会議 第1日目】 

大会初日は、本会議に先立って、13 時より、地区内

83RCの次年度会長、幹事を対象とした「地区指導者育成

セミナー」を開催した後、地区諮問委員会が開催され、15

時 30 分から、「奉仕の理想」の伴奏で水野功 RI 会長代理

ご夫妻の入場、小牧南高校吹奏楽部のオープニングアトラ

クションに続いて15時50分に服部ガバナーによる点鐘

で本会議に入りました。本会議は、ホストクラブを務める

小牧RCの名和会長が歓迎の挨拶を行い本会議1日目が開

会され、主催者挨拶の服部ガバナーからは「大会は暖かい

雰囲気で研鑽と親睦、相互交流の場を提供する事を目指し

ており、地区内ロータリアンと共にＲ財団創立 100 周年

を祝う実り多い大会となることを願います。また、ガバナ

ーとして各クラブ公式訪問の際に各クラブの会員が、大変

熱心にロータリー活動、奉仕に取り組む姿を拝見し、感動

を覚えると共に多くの事を教えられた。」と感謝の言葉があ

りました。 

水野功 RI 会長代理挨拶では、ジョンＦ．ジャーム RI 会

長は、「今ロータリーは、転換期となる歴史的な重要な局面

にあり、会員増強を図るだけなく文化的にも変革をしなけ

ればならない。この文化は「勧誘」や「維持」といった言

葉でなく入会への魅力を高めることや会員の参加という考
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え方を大切にする文化であると指摘している。」と報告があ

り、そして、ご自身のガバナーとしての経験を基に、ロー

タリーの真髄は「参加して、行動して、エンジョイロータ

リー」であるとお話をされておりました。 

大会議事では、報告事項として、大会関連委員会報告、

指名委員会、審議会等の報告。決議事項として、ガバナー

ノミニー選任方法他2項目、地区大会決議（RI会長テーマ

推進等9項目）が提出され満場一致で採択されました。 

【本会議 第２日目】 

大会２日目は、10：00 に開会し、水野功 RI 会長代理

の入場、信長に愛された女性の生涯を表現した謡と舞によ

るオープニングアトラクションが行われた後、服部ガバナ

ーの点鐘、過去１年間の物故会員への黙祷、松橋実行委員

長の開会挨拶で本会議に入りました。 

本会議では、初めに水野功RI会長代理をはじめ特別出席

者、出席クラブ等が紹介された後、服部ガバナーの主催者

挨拶と現況報告、水野功 RI 会長代理による RI 会長のメッ

セージ伝達と現況報告、ロータリーファミリータイムで地

区委員会（社会奉仕・青少年奉仕・米山記念奨学）の活動

報告がされ、その後、当クラブ真城会員を含む2015-16

年度新入会委員紹介がされました。 

午後の部は、大会決議報告がされた後、記念事業として

服部ガバナーから愛知県と小牧市に各 100 万円を寄贈、

大村愛知県知事と山下小牧市長が、謝辞と祝辞を述べられ

ました。 

この後、水野RI会長代理、加藤前年度ガバナー、前年度

地区大会ホストの岡崎東 RC 等に服部ガバナーより感謝

状・記念品が贈呈され、神野ガバナーエレクト（名古屋名

駅RC）、村井ガバナーノミニー（豊橋RC）と次年度地区

大会ホスト（名古屋大須RC）の紹介、挨拶がされました。 

記念イベントは、「ロータリー財団100周年記念を祝う」

をテーマとして講談師・旭堂麟林さんが進行役を務め、千

玄室ロータリー日本財団理事長、学友人道奉仕ゾーン賞を

受賞した竹山廣光氏（名市大教授）がロータリー財団活動

の重要性を話され、世界平和フェローシップの澤谷さん、

グローバル補助金奨学生の花倉さんとの TV 電話による

LIVE中継も行われました。 

水野功RI会長代理の講評では、新入会員紹介で当クラブ

会員の真城会員がお嬢様と共に登壇した事についてご自身

のロータリー入会当時のエピソードも交えて今大会の開催

について高い評価の講評を頂戴しました。 

最後に服部ガバナーによる閉会点鐘で二日間にわたる地

区大会が終了した事を報告し本日の会長挨拶と致します。 

 

 

 

 

        委 員 会 報 告         

●出席報告 （石原 慎一委員） 

本日の例会 

会員数 5３ 出席率 83.33％ 

出 出席義務者 27 欠 

席 

者 

出席義務者 8 

席 出席免除者 13 出席免除者 5 

者 出席者計 40 欠席者計 13 

前々回例会（10月24日） 

会員数 53 出席率 96.0％ 

出 出席義務者 33 欠

席

者 

出席義務者 2 

席 出席免除者 15 出席免除者 3 

者 出席者計 48 欠席者計 5 

●ニコニコボックス報告（友原 寛之委員） 

ロータリー財団月間に因み卓話させていただきます。 

宜しくお願い致します。 

                  櫻井 繁  君 

    

地区Ｒ財団櫻井副委員長の来訪に感謝して！！  

                  武田 英昭 君 

櫻井様、卓話宜しくお願いします。           

田邊 雅彦 君 

今日も元気で。 

                  柴田 弘  君 

アテンダンス表彰して頂いて感謝申し上げます。 

                  伊勢村道雄 君 

誕生日を祝って頂きまして。 

                  中林 正人 君 

 

地区財団委員会櫻井副委員長、卓話宜しくお願いします。 

結婚記念日を祝って頂いて。 

                   中島 俊朗 君 

誕生日を祝って頂きまして。 

石川 良治 君 

 誕生日の祝福、ありがとうございます。 

                   波多野 真 君 

 結婚記念日を祝って頂いて。 

                   稲熊 正徳 君 

 結婚記念日を祝って頂き。 

                   入谷 宏典 君 

 結婚記念日を祝って頂きありがとうございます。 

                   杉本 敦永 君 

アテンダンスを祝って頂いて。 

                   阿萬 裕子 君 

誕生日を祝って頂きありがとうございます。 

                   安江 寛二 君 
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今日も元気で！                  

               

石原 慎一 君 市川 孝 君 稲吉 將秀 君

内海 辰巳 君 太田 威彦 君 串田 正克 君

國田武二郎 君 栗田 和典 君 近藤 和彦 君

三治 明 君 柴田 和宏 君 高山 光雄 君

竹尾 悟 君 田中 秀典 君 照井 通夫 君

友原 寛之 君 早川 正倫 君 松本 雅人 君

真城 壮司 君 村瀬冨三夫 君 安川 正勝 君

山内 佳紀 君 山北 秀和 君  

  

御協力ありがとうございました。 

 

本日の協力  ３７名  ６２，０００円  

本年度の協力累計          ６５１，０００円  

 

 

 

 

 
  櫻井 繁 Ｒ財団委員会副委員長 （名古屋南ＲＣ所属） 

 

■本日の卓話について  

  １ Ｒ財団の100年の歴史 

  ２ Ｒ財団 寄付の種類 

  ３ 国際ロータリーとＲ財団の関係について 

  ４ ２７６０地区Ｒ財団委員会の役割と仕事 

  ５ 補助金について（地区補助金とグローバル補助金） 

 

■寄付の種類について（３種類） 

【年次基金】本年は1人当たり１８０ドルの寄付をお願い

する 

 ３年後に地区活動資金として戻ってくる 

【恒久基金】寄付の元金を使わず、運用益のみ奉仕ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑに利用 

 １０００ドル寄付するとﾍﾞﾈﾌｧｸﾀｰの認定が受けられる 

【使途指定寄付】 使途を決めて寄付をする 

         ポリオ 、 奨学基金 、 平和フェローシップ  

             ※税制上の優遇措置が受けられます 

 

■ロータリー財団１００年の歴史 

 1905年 シカゴロータリークラブ誕生 

 1917年 アーチC．クランフRI会長、 

  「世界で良いことをする為に」をテーマで基金設置 

         ※1914 年～1918年 第一次世界大戦 

 1928 年 その基金が後に「ロータリー財団」と名づけ

られて国際ロータリー内の新しい組織となり現在の    

ロータリー財団にいたっています。 

 1947 年 ロータリー創設者のポール・ハリスが亡くな

ると、多くの人びとから国際ロータリーに寄付が寄せられ

ました。   

   「ポール・ハリス記念基金」となり、その後のロータ

リー財団の発展のために役立てられました。 

1917 年 26 ドル 50 セントの寄付から始まったＲ財団

は、現在10億ドル以上の寄付を受けるほどの大きな財団

に成長しました。 

 ２００２年 愛知長久手ロータリークラブ創立 

 2010年 未来の夢計画 ３年間のパイロット期間開始     

 2013年 未来の夢計画 世界展開  

 世界中のﾛｰﾀﾘｱﾝがｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなﾆｰｽﾞに応えられるように 

 新補助金ﾓﾃﾞﾙ導入（地区補助金、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金） 

 本年 ロータリー財団創立１００周年 

          

■国際ロータリーとＲ財団の関係 

国際ロータリーの方針・戦略を受けて、 R 財団は具体的

活動を推進する 

   国際ロータリー  ３つの戦略計画 

    「クラブのサポートと強化」 

「人道的奉仕活動の重点化と増加」 

   「公共イメージと認知度の向上」 

 

 

■Ｒ財団の補助金について 

  地区補助金    

   事業規模・内容 

     海外・地元を問わず比較的小さな教育的活動や人道

的活動を支援する。 

   事業予算 

     補助金５０％未満 クラブ拠出金５０％以上の事業

（＝当地区のルール） 

     予算下限額なし・事業補助金申請上限額１クラブ１

００万円まで 

   事業実施期間 

      当該年度7月～2月に実施される事業に限る   

     クラブは全ての補助金事業実施年度に対し１事業

のみ申請可能 

      申請書の提出期間： 2017年1月～3月 

      事業の執行期間：  2017年７月～２月末 

      補助金申請上限額： 1クラブ100万円迄 

   ＮＧ集 

 事業内容を勝手に変更しない事  
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     単なる寄付金事業や他団体が主催する物に相乗

りするだけの事業 

           ＝ロータリアンがどの様に汗をかくのか

が重要 

補助金支給額に対しクラブ拠出金が５０％    

以上 

 最終報告書に添付する資料などの不備  領

収書、記録写真（日時入り） 

     補助金専用口座を設けず、資金使途が明確でな

い事業 

  グローバル補助金   

   大規模なプロジェクトに活用できる補助金 

   ６つの重点分野の内１つ以上があてはまる事業 

   長期的事業 （持続的で効果が測定が可能な事） 

   事業予算の下限額は３万ドル以上で２カ国以上のク

ラブ又は地区が参加する事 

     地区が補助する地区活動資金から総額 5 万米＄ま

で申請は随時受け付けます。 

 

 

 

 
 

第5回理事役員会議事録 

                              

平成２８年11月7日 

日時 平成２８年11月7日（月）11：30～12：10 

場所 キャッスルプラザ 3階 福の間 

 

田邊幹事の進行により、理事役員会が開会された。 

（原田副会長欠席） 

会長挨拶 武田会長より、11/5.6開催の2016-2017

年度国際ﾛｰﾀﾘｰ第2760 地区大会が盛大に開

催された事の報告と 11/18 松本空港ＲＣ

30周年に参加する旨報告し開始した。 

議題 

「報告事項」 

① 11・12月例会行事について田邊幹事より（資料1）

の通り報告した。 

「審議事項」 

① 指名委員会委嘱の件について田邊幹事より（資料 2）

の通り報告し、全員満場にて承認した。 

② 年末家族会開催（12/12）の件、内海親睦委員長より

（資料3）の通り報告し、全員満場にて承認した。 

③ 入会金の件、稲吉会長エレクトより2016規定審議会

決定報告書資料を説明後、入会金は今後も頂くことを

報告し、全員満場にて承認した。 

「協議・討議事項」 

① 東日本震災復興支援事業（5/21～23）の件、串田社

会奉仕委員長より宮古ＲＣ、宮古東ＲＣ、陸前高田Ｒ

Ｃとも交流をはかりながら開催する旨報告し、全員満

場にて承認した。 

「確認・要望・依頼事項」 

① 国際大会（2,017/6/10～14 ｱﾄﾗﾝﾀ）登録の件、田邊

幹事より（資料4）の通り報告した。 

「その他」 

  武田会長よりＲＣメンバー全員の名刺を作成する旨報

告し全員の賛成を得た。 

 

 

「次回開催日時」平成28年12月5日（月）11：30～ 

        場所 キャッスルプラザ 福の間 

 

           議事録 松本 雅人副幹事 

 

 

 

 

 

 
 

 

      

 
 

 

 
 

 

 

 
 


